
♯あなたと街をむすび丸
プロジェクト

尾門 あいり・小川内浩平

菊田 将也・佐畑 翔

鈴木 槙之介・丹野裕太

歩くことを目的とする愛着醸成プログラム

仙台まちづくり若者ラボ 最終報告会

住むチーム「あなたと街をむすび丸」



１.グループの取り組み

AGENDA

２.あなむすチームの
具体的アクション



１.グループの取り組み

フィールド
ワーク アンケート



no data

１.グループの取り組み –フィールドワーク–

仙台に飲食店を
開業したオーナー（県外出身）

仙台の特徴として、
「ことなかれ主義」を感じる

「愛着」の醸成が欠けている？

宮城大学 事業構想学群
小地沢将之 准教授

自分ごととして取組むにあたり
「生活にかかわるまちづくり」
は愛着を育みやすい。

「自身が現在困っていること」の
課題設定が必要。

地元タウン誌を発行する
事業者

地域への愛着醸成として、
「地域の魅力を発見する
きっかけづくり」が大事

地域への「愛着」をキーワードに
「魅力を発見するきっかけ」や「身の回りの生活にかかわる課題設定」が重要

（２０２０．１０．１） （２０２０．１２．２）
（２０２０．１１．２４）

事業者 事業者 学術

no data



１.グループの取り組み –アンケート–

住みたい・住み続けたい/（どちらかというとを含む）

どちらともいえない

住みたくない・住み続けたくない/
（どちらかというとを含む）

実施期間：2020年11月～12月

属性 出身：仙台市２６名、その他宮城県２３名、その他東北地方３０名、東北地方以外２４名
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他都市と比べた仙台市の住みにくい点

年代：１０代３名、２０代５８名、３０代２３名、４０代１４名、５０代以上５名

項目：出身地、仙台の居住歴、仙台に住んだ理由、仙台の住みやすい点・住みにくい点

今後も住み続けたいか、仙台への愛着度 etc...

回答者数：１０３名

（生活に関わる16項目から複数選択（その他自由記述項目あり））



１.グループの取り組み –アンケート–

出身地別の仙台市への居住意向

仙台出身2６名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みたい・住み続けたい どちらかというと住みたい・住み続けたい どちらともいえない

住みたくない・住み続けたくない どちらかというと住みたくない・住み続けたくない

宮城出身
（仙台以外）２１名

東北出身
（宮城以外）３０名

東北以外出身
２４名

地元出身者のほうが仙台市に住み続けることに対して肯定的な意見が多い

→地元出身=愛着度が高いほどポジティブ？



１.グループの取り組み –アンケート–

居住歴が長いほど愛着の下限が高い傾向がある。

仙台市への愛着度

１０

８

６

４

２

０

１０ ２０ ３０ ４０ ５０
居住
年数

愛着度
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仙台に住みたいと思わせるためには･･･

交通

愛着 を醸成する必要があるのでは？

利点･課題として挙がっていた

に着目して愛着を醸成
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＃あなたと街をむすび丸
プロジェクト

「移動手段」ではなく「歩くこと」自体を目的とするまちづくりによって、

魅力発見やにぎわい創出につなげ、仙台への愛着醸成に寄与する



２.アクション–あなむすプロジェクト–

#あなむす
SNS連携し仙台の魅力を広く発信でき、
初めて仙台に来た人もキャッチアップ可能

PJ連動オフ会
定期的にオフ会を企画し、アプリを通
して人と人のつながりをつくる

仙台あなむすウォーカー
仙台のヒト・モノ・コトをめぐり、仙台への
愛着を醸成できるアプリ



２.アクション–あなむすプロジェクト–

チャレンジ

ポイント

22,261歩/月

あなむすチャレンジ

あなむすポイント

目標

2021.1

あなむすマップ

仙台あなむすウォーカー
～あなたと街をむすび丸～

２３４５６

仙台あなむすウォーカー
仙台のヒト・モノ・コトをめぐり、仙台への
愛着を醸成できるアプリ

概要

歩数カウントができ、仙台を歩きたく
なる仕組み
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２.アクション–あなむすプロジェクト–

仙台あなむすウォーカー
～あなたと街をむすび丸～

仙台あなむすウォーカー
仙台のヒト・モノ・コトをめぐり、仙台への
愛着を醸成できるアプリ

概要

歩数カウントができ、仙台を歩きたく
なる仕組み

おすすめのお店を検索でき、店舗を
めぐるスタンプラリーが可能

自分のおすすめを他ユーザーに共有
できる

店舗だけではなく、市民おすすめの
ヒト・モノ・コトもめぐることができる
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むつ★Walker 八戸さんぽマイスター 長崎さるく

２.アクション–あなむすプロジェクト–

「ウォーキングによる
健康増進」を目的とした
歩数カウントアプリ。

ランキングやチャレンジ機能が
あり、ミッションクリアにより
景品の獲得ができる。

ガイドさん案内のもと、
地元の人々と触れ合いながら
八戸のまち歩きを楽しめる。

コースが複数あり、
ディープでマニアックな
体験ができる。

まち歩き観光を通して
長崎の魅力を知る。

長崎のまちを知りつくした
地元の方がガイドを務め、
長崎の歴史や文化を
堪能することができる。
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参考：むつ★Walker

２.アクション–あなむすプロジェクト・コスト–
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2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

むつ★ウォーカーの費用

アプリ開発費用 管理費用 委託費用

450万 ２００万 ２００万 ２００万 ２００万 ２００万

市の単年度費用
300万

青森県の補助事業
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２.アクション–あなむすプロジェクト・コスト–
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500

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

あなむすウォーカーの費用

アプリ開発費用 管理費用 委託費用

450万 ２００万 ２００万 ２００万 ２００万 ２００万

市の単年度費用・スポンサー 等

補助事業
・地方創生推進補助金
・国保ヘルスアップ事業 等
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２.アクション–あなむすプロジェクト・効果–

【仙台市】
人口110万人 ：10万人程度が利用
10万人×10％×1,400歩×0.045円/歩/日×200日

むつ☆ウォーカー参加者

市の人口全体の
10％がダウンロード済

【むつ市】

出展：まちづくりにおける健康増進効果を把握するための
歩行量（歩数）調査のガイドライン（平成29年3月）

＝１億２，６００万円の医療費削減効果
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２.アクション–あなむすプロジェクト・スキーム–

あなむす
プロジェクトチーム

・運営 ・スポンサー探し
・魅力スポット調査
・検証、フィードバック

市職員 若者ラボ

仙台市

仙台市

市内
店舗

国
資金

資金

資金

アプリ
開発会社

管理/更新

費用

アプリ
提供

市民に提供
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２.アクション–ロードマップ–

2021 2022年

2～3月 4月～9月 10月～２月 3月

まちづくりの
モデルコース
の検討

具体的なアプ
リ内容を検討

補助金の申請

アプリの
プロポ・開発

運用開始

活用促進に向けた広報活動
・＃あなむす
・テレビ・新聞へのPR
・知人への紹介 等

運用の検証・
改善 アップデート
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＃あなたと街をむすび丸
プロジェクト

#あなむす

オフ会

ヒト・モノ・コトめぐり

店舗
めぐり愛着

転入者
地元民

旅行者

＃あなたと街をむすび丸
プロジェクト

＃あなたと街をむすび丸
プロジェクト
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＃あなたと街をむすび丸
プロジェクト

complete.
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【補足資料】アンケート結果概要
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【補足資料】アンケート結果概要
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【補足資料】アンケート結果概要
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【補足資料】アンケート結果概要
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【補足資料】アンケート結果概要
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49, 43%

65, 57%

愛着度の理由 回答１０３名
住みやすい その他

【補足資料】アンケート結果概要
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【補足資料】まちづくりにおける健康増進効果を把握するための歩行量（歩数）調査のガイドライン（平成29年3月）


